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日本ユニパックホールディンググループ

は、従来から環境を重視した経営に

取り組み、主要子会社では1999年

度より環境会計を本格的に導入して、

環境報告書にて毎年積極的に情報

開示を行ってきました。

当社は、さらなる持続的発展のた

めには、企業の経済的側面・環境面

のみならず、社会面における当社の

姿勢や倫理性・公平性、さらには危

機管理能力が重要であると認識して

います。2003年度から2005年度まで

の第1次中期経営計画において、グ

ループの環境経営を拡大・強化する

とともに、企業倫理を含めたトータル

の社会的責任を積極的に果たしてい

くことを重点課題として掲げ、日本ユ

ニパックホールディンググループCSR

推進体制を構築・推進することとしま

した。
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CSR（企業の社会的責
任）体制の構築

日本ユニパックホールディンググループCSR推進体制（2003年10月～）
�

日本ユニパックホールディンググループCSR基本方針
�

CSR担当役員

CSR委員会

CSRC 委員長、グループCSR統括、危機管理責任者

グループグ CSR活動計画、行動憲章、環境憲章、製品安全憲章、
社会環境報告書、その他社 CSR重要問題、他

企業倫理委員会

社会貢献委員会

安全防災委員会

製品安全委員会

環境委員会

企業倫理、コンプライアンス、人権、雇用条件など

社会・地域貢献、NPO・NGO連携など

労働安全衛生、防災・保安、従業員安全対策など

PL法対応、化学物質管理、品質基準、製品安全審査など

環境保全、資源循環、環境監査など

当社グループが目指す「世界的一流企業の4つの企業像」実現を、グループCSR基本方針とします。

(1) 安定して良い収益をあげる企業

(2) 顧客に信頼される企業

(3) 従業員が夢と希望をもてる企業

(4) 品格のある企業


